
２０２６年４月３０日 

各  位 

株式会社 大垣共立銀行 

 
ＯＫＢポジティブインパクトファイナンス 

モニタリング結果の開示 

 

 

大垣共立銀行（頭取 林 敬治）は、２０２３年１月からお客さまの事業活動が経済・社会・    

環境に与える影響を包括的に分析・評価し、ＳＤＧｓ経営への取り組みをサポートする「ＯＫＢ 

ポジティブインパクトファイナンス（以下、ＰＩＦ）」の取り扱いを開始し、２０２６年３月末    

までに８２社のお客さまにご利用いただきました。このうち、１４社のお客さまに対して    

モニタリングを実施いたしました。  

国連環境計画・金融イニシアティブのポジティブ・インパクト・ワーキンググループが発表   

した「ポジティブインパクト金融原則」では、融資先が実現したインパクトについて透明性の   

確保と情報開示が求められており、モニタリング結果について下記の通り開示いたします。 

 ＯＫＢ大垣共立銀行はこれからも、社会や環境課題の解決に資する取り組みを一層推進し、  

地域循環型社会の担い手として持続可能な地域づくりに貢献してまいります。 
 
 
 

記 

                         

今回モニタリングを実施した１４社について、別紙の通りＫＰＩ（目標）達成に向けおおむね

順調に実施・着手していることを確認いたしました。次年度以降の進捗予定について対話すると

ともに、未着手等のＫＰＩについては、要因や今後の方針等について意見交換し、課題解決に  

向け継続的な支援をしてまいります。 

 

モニタリング実施企業（モニタリング順） 

株式会社アドバンスソフト 

株式会社ライズワン 

有限会社宮地自動車 

株式会社Ｎｔｏｃ(旧中島特殊鋼株式会社) 

株式会社Ｍ.Ｏ.Ｃ 

株式会社こちの薬局 

株式会社加藤鉄筋 

水谷精工株式会社 

株式会社福井 

日本港湾建設株式会社 

ダイサン・株式会社 

神村電機工業株式会社 

株式会社巴製作所 

株式会社エム・ジェイホーム 

以 上 


